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「文京区・新大塚公園廃止問題を訴える」
「区立五中と七中を統合し、新校舎を新大塚公園（5728㎡）及び隣接する教育センターの敷地に建設することを検討する。平成21年度の開校を目指す」旨の発表が区の学校教育部長より突如なされたのは、2005年10月25日の文京区教育委員会の席上でした。

　「新大塚公園がなくなる！」と第一声をあげた少年野球のお父さんと子どもたちの声を受けて、近隣住民・自治会有志が「新大塚公園を守る会」を立ち上げました。子どもたちが野球やサッカーを練習するグランドと自然に恵まれた広い空間を持つこの公園は、40年余り、地域の人々にとって貴重な憩いの場であり、子どもたちの育ちの場でした。また、多くの桜の古木は街に美しい景観を作り出しています。地域にとって大切な公園の廃止計画について、地元や「守る会」の度々の要望にもかかわらず、これまでのところ区からは何の説明もありません。

　一方、この都市計画法により作られた公園の廃止は国土交通省の指針によると、土地収用法の適用と同程度の慎重な対応が求められる問題です。しかし、所管の文京区土木部、都市計画部など各関係部局の内部でも、或いは教育委員会を含むそうした関係部局間でも、話し合われた記録は何も残っておりません。統合校を新大塚公園にという案が急に浮上した背景には何があったのか、疑問に思うところです。ちなみに、国土交通省、東京都及び22区に確認した限りでは、都市公園を丸ごと廃止したような例はこれまでに文京区を除く22区ではない、ということでした。

　「新大塚公園を守る会」は教育委員会によって公園廃止計画が打ち出されたことに驚くとともに深く憂慮しています。子どもたちの間で不幸な事件が起こる昨今、子どもたちの豊かな情操を育むことは教育の基本となるべき重要な課題であり、それは学校教育の中だけで担ってゆけるものではありません。新大塚公園には親子代々少年野球の練習を重ねてきた人々、幼子と母親、お年寄りなど、様々な人々がつらなり、世代を超えた交わりが生まれていました。教育委員会の計画は公園で培われた文化と人々の心に刻まれた歴史を軽視するものといわざるを得ません。私たちは学校の統廃合に意見を差し挟むつもりはありませんが、たった80m離れた統合対象校の敷地より1,000㎡余り広い敷地を新しい用地として確保する、それだけのために公園を壊し、別の場所に代替公園を作るという考え方には賛成できないのです。それは公園というものを単なる場所、土地としか見ていないものと言えましょう。

　新大塚公園を守るための要望書に、現時点ですでに10,000名以上の方々が署名を下さいました。さらに今後も増えてゆくでしょう。これはただ、新大塚公園を守りたいというだけでなく、私たちの暮らしと街が、区民の十分なコンセンサスを得ない事由によって損なわれたくない、という人々の願いが集ったものと思われます。「新大塚公園を守る会」ではこの問題を広く訴え、多くの方々にともに考えていただきたいと、ホームページ(http://sakura.web5.jp/)を開設しました。ご参照いただければ幸いです。
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